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大東軍戦争第三年自の新春を迎へて 片 同
'‘・・

x  

大東亜戦争突入以来正に第 8 回の新年を辿ふ、

その間我精鋭ｾ，比の皇軍は御綾威の下善戦敢闘古

来嘗て見ざる大戦果を穆け¥全世界を驚l英せしめ

居るととは我園民の最大の誇りであり鹿帆此上も

なきととるである。然したがら此大被害は古今東

西を遁し辛陀見る大規模のものにして、 I世界の雨

雄米英を - . vc覆滅せんとする雄源浩大なる構想、

陀依り 、大東J f . ! : 共策閣の確立を: 目指すものなるを

以て 、今後共同的{ i : 完途するまでには倫幾多の鰍:

闘 を突依するの覚悟の必25なるは言ふまでもない

戦争の接縄商は東は太平洋の北より南に至る 1 高

粁、市二I j は東西 7 千粁rc:&. び間立; 11' 1  f. 高粁其総計

2 高数千粁に互り 、地球をー附する程度の長大完工

る戦線を堅持しながら敵軍を迎へ掌つといふ、前

代未聞の大戦争である。今や棋は附にして決戦又

決戦銃後前錦の別なく故大の努力を績けて Ifsj ち抜

くためにはあらゆ る手段を叢さねばならぬ場雨で

ある。我々建築に闘係あるものも巴にそれぞれの

立場陀於 て前線銃後に活路しつムあるが、生産増

強の一翼 として建設には今後 史K 一段の効率控揮

を工夫し、従来以 上の成果 を穆げねば友らねので

ある。

近代戦争の特徴として敵空軍の進入に依り大都

市及その附近或は大工業4包帯は爆陣さるる可能性

慌めて大なるが1伎に、 それに劃する防禦は緊急: を

要するのでるる。所謂防空施設の完{ i fij と宰襲時の

措置及活動宜しきを得るととはよ見下の緊急・事とな

って来た。之κ 到する軍官の指導はト分に行き姐

きつ d うるとは言へ、我々建築関係者は特に格段

の協力を主主し、その災厄の頼減とその前後措置に

高全を殺すべきである。叉長明に互る戦午、は建設

材料の初ｾ底 Ｒ え努働力の紙乏を件ふが ｉｾ 改Ｚに建設聞の

i孟l難容易なら宮るものあるもそれ等の制約を征服

して賀質的に効果を傘ぐるには闘係者相互の協力

をと緊密にして最少の資材努力を以て最大の成績を

穆ぐるととに専念するより外に塗は主主い。建築業

界の徹底的統制 と技術上の規 格僕 準化等術ほ手段

の講1 - べきもの鮮しとはせぬ。

芸さは技術作業の雨商を遁 して協力棺制を更に一

段と強化するに 2うる。戦争の深刻苛烈の度を増す

と共に協力開信 IJ VJ : 往々 緊密化 の度を高めねばなら

ね。



業界撃って戦闘配置につけ

ごt . 木建築統制組合も既に開束、近畿、北陸等の

各地方ー組合の設立を見、残る六地方も逐次結成さ

れゃうとして居仏日本土木建築統制組合も近く

創立される筈である。此上は此の統制機構を速か

に強化確立して、我底土木建築w - の矯め有力適切

主主機動力を登輝し得る様力めねば主主らぬと思ふ。

而して之が馬め陀は染者は勿論、統制組合を構

成する各職別工事業の組合員十亡於ても共陀ー固と

えにつて戦力増強を目途として遁進するの熱意を醗

成せねばなら主主い。

統制機能のー設動の第ーは企業整備の速かな完成

1 ' L . 1 b る。綜合請負業者の資格は工事責績を根踏と

し、之に技術者数、所有機器等の最低限を定めて

居るが、今更是等の基準や審査方法の是否を論じ

てS整備を遁滞せしむべきでは友い。企業の整備に

依る機構の確立が線て白根株を篤すものであり.

能生李登揮の先決僚件と認められるのでるる。

今資材に闘しては智らく措ι 努力の不足は蕊

に賢官を星雲しないが、努力補給源の殆ど閉主主され

て居る今日 、其能力の増強は質の向上と 、過半主主

配置より外主主いのである。然る K 我害事働能率は未

だしの感深く 、之を瞥見した敵闘停虜出日本恐る

島回 藤

.I. K 5i らサ.. と放言したとのとと主主ど我々として大

いに反省せねば主主らぬ所と思ふ。また某々工場の

慨情念徽 li 1 1 ' 工設百を集め一ヶ月間徹底的な ilJI 酬 を

施した所素晴らしい効果を牧め得たと云はれて居

る、時間精紳の浸透を困仇指導力a : : 作振すると

とlて一段のWI 待が掛けられるのである。民らに勢

働力の不垣正友偏在や各自の慾意的拶動が能等低

下の素悶を鴛して居ることを思へば、是等を速か

に統制下陀整調して系統ある指導に服せしめ、賃

金の止まる所のない昂騰を防止テるを以て放も念

を要する事項と認められる。

最後 K J見下の急: 迫した戟局に於ても猪且監督的

立場l ' L. aうる建築技術者の中時間の志田自主を融き協力

精神に乏しい者がるるとの非難を聞くととは遺憾

である。戦力精強を念とする限仏立場の如何を

論をす手挺身事: K嘗るの気迫を切に妥草. し、線員戦

闘配置に着けの聾を大にしたい。 ( 18. 11 . 25)

( 筆者は 鳥族取締役最t長〕

z  



企 業 整 備 の 目 指 す と こ ろ

材料は支給にして貰ひ度い、勢務者比注文主で

運動して貰ひ度 tへ資金が固定して肱lるから前金

抑を額む、そうして現場へ行って見れば下請の大

工が働いてゐるばかりで組の者は一向陀来たい。

土建業とは何をする所たのだろうと素人に質問を

受ける。

土建を重要産業に童生えな いとは怪しからんと云

ひ度いが今日の土建業はそうした檎利を主張する

だけの責任機開? とる資格を兵併ii してゐない。

資材、技術、勢務、資金の全面陀渉って自力と

運用プJ を持ってとそ掠合業としての責任機関たり

得るのだし産業界に於ける巌たる存平Eを主張出来

るし戦時下建築の強行を可能主主らしめ得るのだ。

そう云ふ責任機関たる f需には相首な大きさの内容

と組識が必要でaうるから謂は Y 土建業悼としての

最低規模がきまって来る. ととに企業整備の必然

性がるる。

それだから一定の資格を定めてとの資格陀迄企

業合間をやって行くと云ふのは草に土建業の見掛

けの大きさを大きくしゃうと云ふのではなく土建

業の綜合業たる質質的内容を兵怖させるための前

提工作に過ぎ主主いのだと云ふ事をはっき P認識し

てゐなければ、ならない。

企業整備-の目的は土建業の質にある、質を持つ

ために大さが必裂になるのである。それ故企業整

備の目指ナ所は企業合同のもう一段先rcibる筈で

ある。それ主主らばその目指す目的に達するために

土建業或は土建統制組合はどんた. プログラム ま持

たねば友らないだるうか。

企業合同規準の引よげ 統制組合員資格は未

だ未だ低き陀過ぎる史に二段三段と引上げねばな

ら友い。

土建統制組合の木材禽社への参加 木村統街 IJ

の改正に伴って木材舎批へ林業者を参加させると

伊 藤 j議

とになったが木材舎枇の完全な活動のD t には木材

の生産者販賞者と消費者との三者の合力が必要で

ある。土建統告IJ 組合をia じて土建業者は木材舎祉

への参加を計るべきである。

二建統制組合と職別組合の合檀 土建閥係諸

職の苦境とよ. 建業者- の溺1引とは此の雨者に緊結が無

い鮎にある。五 i亡保詮の義務と責任を負た開係に

立つべき で ある。技工を抱えな い工場の無いやう

に土建業者ーは自ら保誼の責任を持って諸職を固定

し同時に土建統制組合は諸職組合の生存を保護し

てその運用を掌る開係に立たねばならない。

土建統制組合に技術陣差置く 設計困をやら

ねば舶を造れない造船所を考へられるだろうか.

技術を持たない工業は永久に従属的立場者と院ま] J 出

来な い しその質的強展も能傘の向上も望めたい。

注文者a の目的を具現するー却の底置が出来るとと

が掠合業である。

資本と経営の分離 統制とは金事業曜の経管

を園家的経営に一束するととでるる以上土建統制

組合は営然とム迄行かねば主主らゑい。

それが舟には各土建業者の経営はその資本から

開放される事が必要である、特に土建業界の如く

大舎ffi止と謂へども同族合祉の. t ;t を股しない業開で

るる以J : J 比の結一大覚悟が持たれねば左足らないで

るらう。以上 〈筆者は餓道官建築課長〉



都 市 防 空 の 目 標

ニ つ の 狙 ひ

我闘陀於ける者1¥市防径の目標は、臆念: 措置にも

あれ. 恒久針策にもあれ、常に

1  完全君主る『不燃都市1 の建設

2  徹底せる『人口疎開』の賀現

の雨者ーに置かれてゐ怠ければならぬ。

東めて論す. . るまでもなく、都市計擢とそは都市

防益の根木を成すものでるる。古来の都市カ苦戦$

K 備へて或は城壁を聞らし，或は披併を中心とし

て護法し来 Pたるが如く、将来の都市は防空に重

貼を置いて諸般の計業を樹立し、とれを徹底的に

質現させるのでなければ都市危〈都市危ければ関

家亦危い。

平和時代に立事長された一切の者1¥市計霊は、ヨミ念

再検討を必要とする。既陀・質施の途上にある都市

計壷事言葉も、場合によってはその一部若くは全部

を放棄せ歩ばなるまい。 r防益」は都市計霊の各

分野に亙って根木的礎革を要求し、白紙に還元し

て再出張すべきととを要撃して切なるものがある

からでるる。

ｮ ｲ 等来の者ｾ｜市空襲は、現成文明者 Ｑ｜ 市の終駕を招

致ナる 1 . 1 とは強て唱岐されてゐたj珂でるる。ハ

ンブルグーやミラノが受けた徹底的大規模無差別爆

準は、漸くとの? 象言が現質となって我々のJ f 自に

泊って来たもの陀過ぎぬ。有くも都市ー防空を口す

る程の者にとっては ｮｾ るべきものが途に来た 』

といふ感を受けたに過き' ぬ。驚くととも怠けれ

ば、周章るととも主主い。 l惟問題は、我々の都市が

高ーとの種の燥礁を受けた場合一一航空機:，lt.1' C兵

器の進歩は、刻一刻との危険の泊りつつるるを示

ナ一一我 k 陀果してとれに臆じ得るだけの郁r!i 詐

霊的施設が完成してゐるか砕かK ある。

上安から見た我闘の諸者1¥jfj 、例へば大阪の現j伏

は果して如何。公開らしい公悶も無ければ、2芸地

回 漣 卒 母

らしい杢地も主主く 、 ｉ 惟→僚の御ｾ Ｎ ｾＡ筋を除けば 、道

路といふ程の道路もなく 、唯一面 l'CiIDしもなく蹴

った瓦屋根の海である。といった欣態に喜うるので、

はあるまい治、

そしてその瓦一枚を剥せばその下には一一一巾

の烏附廷の極めて少数の耐火建築を除いて一一一一

紙で遣った障子 ・襖を間仕切とする薪木にも等し

い木造家屋が、情々として火を恐れてゐる、 とい

ふj伏態K 夜るのではあるまいか。

同を移して工業地域 Ｎ ｾ術服すれば 、 大小の工場

は一大集困を成して最危険直域を形成し、而も各

工場は密接した木造家屋の集聞に取闘まれ敷地内

i乞は寸土も飴さす" 作業場の棟が相蓮 k その形態

)'1長色彩は、一回してその業態さへも識別し得る

概なｾＡ犬況を露呈してゐるのではあるまいか。

そして. とれ等の建物の中と ν、はすヘ叉道路と

いはす九到る庭に人聞が充ち溢れてゐて、 交通機

関一つにさへ、 その争奪にひしめき合ってゐると

いふ按な株態が現出してゐるのではるるまいか。

若し高ーにも 、 との僚主d! 犬態が貰在するものと

ずれば、斯の如き危険者f¥市を現出せしめた罪は、

『防空」に封ナる認識を根本( 1 ' : 1 に紙いた過去の都

市計霊K 蹄せしめねばなるまい。然し、既往は問

ふまい。問題は、今日只今と 、 将来とにある。

都市計霊は即時一切の警套を院し、防空第ーを目

標として再出張するととが今日何よりも 肝腎であ

る。

最 も 鉄 け て ゐ る も の

現有我閣の郡司藷十重に於て最 も恨如してゐ るも

のは、防昼の観黙に立脚する 『恒久的計霊J であ

ると」筆者は敢て断歩る。断片的計畳- 乃至R懸念的施

策のみに惰してはなら ね。徹底せる綜合的恒久計

叢の樹立とその着手とそ ｂｾ ｉＧｃ急務中の念務でる
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る。? 河1¥市は、戦時下寓ー敵機の来療を受けて被

害区域寄与生じた場合 lては、その区域の復興K 常っ

て直ち陀費施し得る如き『都市改造言十霊祭』を既

に準備してゐなければならぬ。一切の臆急; 措置は

球め用烹せられたるとの根本計霊の紘に副って進

めらるべきものである。道路→康の工事も 、工場

一煉の新設 L 住宅一戸の改築 L との徹底せる

恒久等の質現に向って一歩一歩を進める如く J! I(. !亙

ばれて行かねばならぬ。

高一、空襲に閉って被害直域を生じた場合I'L:も

一 一一空襲必至とされ、敵機の撃墜』設は来襲機数

の平均O割符. 度といはれる以上、被害も亦必至セ・

ある一一ーその境跡陀今迄と閉じ様な木造家屋が

再び立並ぶ様君主ととがあっては友らぬ。その焼跡

l式強て用意せられたる問到なる計叢に基いて、恒

久策費現の一端として或は空地として保存し、或

は大道路に常て或は時期を待って耐火建築を建て

しむる等果断目つ迂民主に底辺. される様で主主ければ

ならね。

叉警へ今次大東! w . 戦争に直ちに役立たす: とも 、

必ヂや来るべき (:;fZの大戦1 がある。最近に於け

る航ｾ機 Ｚ｜ｬｦｺ r c : 兵務の同売しき進多並に爆撃立J法の

剃期的密化陀徴しても日明北る如く、空襲は将来

条々犠烈化ずる。 Zさ襲愈々激化すべき『次の大戦』

に官; ] へて、絶針不敗の態勢を将来永く期 し得べき

強報不壊君主る防ｾ都市の貴現を計るとととそ設 ＧＱ 下

最大の念務で、ある。とれが需には、闘策として重

要諸都市陀聖母して徹底的改造を断行し、特に我間

諸都市iJ .Q.存の致命的献鼎たる『木造者1¥市J 並に

『過大人口 J の二黙を根本的に除去改存ずる得 I'L:

完全友る r不燃都市J の建設と、思切った「人口

疎開」を是非とも断行せねばならね。防空陀重貼

を置く都市改造は、最早論議の時代ではない。問

題は如何にして逮か陀貴行に移すかにある。今我

々の切に求むるものは英断と賀行である。

不 燃 都 市 の 建 設

筆者が都市改造の目標として第; ーに場げてゐる

不燃都市の建設の如きは、盟邦ドイツでは既ーに 15

| 立紀( 我が室町時代) に法令陀よって賀施され.

敵閥イギリスに於ても 一回暦1G66年( 寛文 6 年〉の

ロンドン大火以来賀行済みである。防火の黙より

5  

見たる我闘の者1¥市は、換手守すればイギリス陀譲れ

るとム約 300 年ドイツに遮れるととl E r c : 理 4oO年

である。而も航ｾ機 Ｚ｜ＱＱＨＺ に兵器の進歩陀仲ひ 、 ＹＺの

脅威は言Ij 一言I j と明大の一路を辿るのみである。今

日の空襲による火災は、隣組防杢群の決YE的敢闘

fてよって或 l' i 消し止め得るかも知れぬが、芥、何

としても消し止めねばならねが、明日の& 興は手11

E主人力のみを以てしては防き切れ主主くなる。針策

としては、完全耐火構造たる銭筋コンクリートに

よる不燃 ｾｲ｜ 市の建設以外に詮は無い。銀筋コンク

リート構造ならば、人命防護も相常程度まで一一

資材を惜しまねば完全にまで一一一可能で、ある。

脆i 1耳元E煉瓦造建築の密集によって成るハンブルグ

やミラノの著書市街が受けた様な惨害を象る庭は絶

針にない。

不燃者1¥市主主くして闘防なし! B宿命的木造都

市』だの. r錨筋コンクリートは理想、陀過ぎぬ』

主主どと云ってゐる時代では主主レ、。況んや『木造家

屋とは切っても切れぬ生活』友どと帯々たるに於

てをやである。今陀して一切の姑息、集を麗し、一

大飛躍をなすに非れば. 瞬を l噺むも精及ぼぬ時が

必す京来る。今日 l准今根本的計穫を樹立し、賀行可

能なるもの( 例へば都市中枢部に封ずる『木造建

築の殿禁J ｾＦ地の保持育成』の如きＩより即時

着手し、戦後必ヂや生すて: べき人的物的の飴剰を傘

げて本事業に傾注する如く準備計叢して置くとと

が何よりも必要である。

人 ロ の 疎 開

人口疎開に就ても亦全く同様で、aうる。空襲必至

とされる以上、疎開ナべき治か込否カか斗完友主ど問題にして

ゐる時で、はえな主いh 。誤然疎閥の措置を活車 tに亡講す歩t芯:

きでで、ある。敵弾が雨下し. 悲惨なる情況を現出し

てしまってからで、は聞に合はね。論議を抜きに し

てー亥I j も早く可龍な者から逐次退去せしむべきで

るる。 r防空上の措置には問等無用、六分通り良

いとと主主ら、直ちに賀行するのだ! 」と云ふドイ

ツの逗しい貴行力者と 今とそ皐ぶべき秋である。而

も人口疎開のととたるや幸ひにして空襲を受けす.. 

に済んだ場合r c : Ｎｾ Ｎ 衛生上 、 交通上、食糧政策上

叉人口政策上、とれを1走行して揺とそ多大なれ.

都市にとっての筈は少しも無いのでるる。



日程急; 措置もさるとと乍ら、各' J t l¥市は恒久言 1- 震と

しての人口疎開陀就ても 、常に確ヂプとる方策を立

ててゐなければならね。同じく防安上の観黙を重

視して、将来陀針する者I市の、適正なる規模及び形

態を決定し、とれを目標として者f) 市計霊乃至地方

計: 霊を進めて行かねばならぬ。筆者は一笑として

我閥 6 大都市 l乞劃する将来の人口目標ーとして東京

( 35直の部分) 500高、大阪 200寓. 名古屋 150高

京都・横演各 100高、紳戸 50寓なる数字を提案ナ

るものである。算定の根誠に就ての説明は省略す

るが、何れもま見夜の各都市に相常徹底した改造を

断行し都市の不燃化、国間化:)ifz I ' L とれに作ム人口

の疎開を闘って得た数字で、ある。

筒、防空上の翻貼より都市の遡正念る形態とし

てはs 従来の都市に見る如き所謂『都心』を有せ

ヂ宰襲時高一都市の一部 ｋ 損害ｾ象るも都市がヨモ

慣として機能を失ふととえE く. 残存部が夫 k 積 立

して存績し得る如き形態たるを婆す。究極する所

帯欣都市で、而も直線形でな いもの即ち I 曲線 帯i伏

者11市』とそ将来: の者11市の防空的形態であらう。新

興工業都市の建設は勿論、既成都市の改造に営っ

てもとの形態を常に目標として高般の措置を講じ

て行くべきである。

特に防空上危険左足る工業地域は、その問闘を紘

地陀よって完全に園緯せしめ住居地域と絶縁せし

める必要がるる。戦時下の磨、急: 策としては重要工

場乃至重要施設の周聞は相常の幅員( 少くとも 100

ｲｩｬＩ を以て至急Ｚ隣接建築物を取梯ひ、周囲ｉＧｌｾ地

を設けて延焼防止と共t亡、防空活動の利便を阿る

べきである。とれ等の緊急措置はー亥IJ を争って、

而も徹底的に質施されねばならぬ。j墨書走は一切 無

用でるる。

将来に劃するも大都市以外の都市の遁正左足る規

模としては、筆者は下記の B穏類を提唱L 度い。

第 1 級 50高

第 2 級 10- 20蔦

第 8 級 2 -- 5f.t 

ととに第 1 組は地方閤( 現在の Jf係程度〉の巾心

都市、第 2 級は地方的中心都市叉は特殊重工業者[1

市、第 S 級は一般工業都市又は地方小都市 を意味

す.

現在の 6 大都市以外の諸都市は、既成たると新

興たるとを問はすτ、7、々 の者|訂I'i の性+ れに目撃じて、

上記 3 稿類中の作J].f L力、を円僚として、 とれ以上の

規模に膨脹せ古る様に戒心し、人口問標確保の方

策〈例へば人口疎開策としての工場 ｾ￬ｦｺ f ' L 感校の規

制南方その他外地への植民の奨闘l、特底業者に酎

ナる退市奨附j 金の交附等の虫nき、叉例へば人口増

加防止策としての市民税の増額又は涯減特に市内

に職場を有せざる者 l乞劃ナる高司毛布民視の賦課等

の如き Y を樹立脚行すべきで、ある。需政者は勿論

一般市民も「人口の増加即ち都市の繁柴』といっ

た従来の芳へ二I j を根木的に郷拭し去らねばなら

ね。今日としては写る『空襲時の危険は人口に比

例すJ と知るべきである。過去に人口の増加を誇

った都市科今日最も深刻に安襲の，危険を腫験せん

としつつあるのである。東京然仏大阪亦正に然

りである。

再 出 震 の 必 要

『防空』は都市の規模形態並に構造に根; 本的費

華を要求するに烹った。都市は規模ーを縮。少して人

口を疎開すべく、形態は者11心を有せざる副総的都

ilx7とらしむべきである。都市の構造は是非とも木

造建築物を一一一少くと，も重要都市の中枢地区相

常庚範隠I ' LTI てコて一一一潔く清算し、代ふるに耐

火耐弾の錨筋コンクリートを以でした不燃都市た

らしめねばならなくなった。あらゆる角度から見

て、都市計壷は再出穫を要ずべき時: t i f J I ' L 逢着した

のである。

『防ｾＮＡｬを無視しては、今後一切の都市計葺乃

玄重要都市猫設は成り立たね。否、写ろ交通より

も経済よりも 衛生よりも枇曾問題よりも、先づ第

ーに考慮せねばたらぬもの除『防 ｾ ｊ にな った。

防宰K 重妥結を置かね者s市は、今後敢行せらるく

き頻度昼襲による j皮7状集l到爆撃によって、交通も

経済も衛生も社舎生活も、組てが一瞬にして根底

から破壊せられ、唯一降の焦土と化して了ふから

である。

王子和時代に立案せられた一切の都市計査は、大

至急: 再検討を必要とナる。既に質施の途上にある

都市計壷事業 L 場 合K よってはその全部を放棄

しなければならね。闘家百年の書ｾｾ亡、我圏諸都市

の都市ー計霊は今とそ白紙作還元して再出張すべき
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秋でるる。

心 棒 へ 不 十 分

烈 し、 犯 に そ の 根 木 に 遡 っ て、我闘に於て現平f

防 安 上 最 も 快 lすてゐるものは、貰ーは都市計認ーの食

ｾｉ でも主主ければ 、 危険な木造都市で、もなく、過大

集中した人口でも及く 、何 よ り も 先 づ 防Zさに劃す

る 人 口 の 『 心 構 へ の 不 十 分 』 で あ る と 筆 者 は 敢 て

断歩る。

前大戦以来杢襲の苦杯を散 ｫｾ 亡嘗Ｚめて来た持政刑

諸閣の人主主と遣ひ、我閣の人主主は幸か不主主= か空襲

らしいｾ襲が未経験主主話 、 何といっても防空 ｉ Ｇｌ封

ナ る 認 識 が 不 足 で あ り 、 心構へが不十分でるる。

滅 多 な と と は あ る ま い 。 と の 気 持 が 未 だ に 各 人 の

心の奥底陀潜んで、をム易き陀就いて事を底辺! し

て 行 か う と い ふ 姑 息 な 気 持 が 何 と し て も 抜 け 切 ら

ね 。 所 謂 知 識 漕 級 程 と の 傾 向 が 編 著 で あ り . 各 界

を 通 じ て 上 対 部 程 と の 黙 が 甚 し い 。 空 襲 下 の 欧 州

よ り 蹄 朝 し て 以 来 認 に 満 2 年 . 我 間 各 地 の 各 府 各

J'i!.rc: U防2$. : J を説いて廻った経験を持つ筆者は、

遺 憾' h らj折〈断言せ古るを得ない。論より詮鋭、

若 し、一般 閥 民 殊 に 篤 政 者 を 始 め 指 導 階 級 の 人 達

が 震 に 防 空 の 重 大 性 を 認 識 し 、 都 市 現!I犬の危険を

開 感 し て ゐ る な ら ば、 一 切のが{ 息的手段乃至糊習性

的方策は影を糟め、不快ｾ都市の建設にあれ、人口

疎 開 に あ れ 、 も っ と 有 効 適 切 に し て 且 つ 徹 底 し た

措 置 が 、 空 襲 必 至 む 聾 と 共t亡、迅速果敢に断行さ

れて然ｾぺき筈ではないかＡ

要 は、 昭事長. 百年の鴛t亡、叉 我 荷 の 子 々 孫 々 の 需

に、.防空の重要性に封ナる我却をの認識を根底より

史め、民陀侠つるるを悼む『防弾的不燃者s市 の 建

設 』 と 徹 底 せ る 「 人 口 疎 明 』 と を 図 家 の 大 方 針、

不動の閤策として採上げ、高難を排して賀現を英:fj

ナペく 、 と れ が 断 行 に 遁j隼ナべきで ibる。

以上は筆者- 年来の主張でもあり、現平Er c : 於ける

不 動 の 信 念 で、もるり、又者1¥市 防 空 の1世界的水準を

寛地踏査して得た究憾の結論でもあるのである。

( 絡) ( 筆者は 東工大建築科教授〉

"一一ーーーーー一ーーー一一一一_ .，一一ー 一一一一一ーーーーーーーーーーーー一一ー一一一一一一一ーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーー一一一一一一ーー
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家具は知何に標準化されるか

従来吾 k の生活の中 K は標準化された家具の量生

k を見る事が出来る。とれ等は日木の往生活の標

準形式とされる。和式住宅と密接主主関係に於て

蛮達したもので根木的な因果関係陀あるものらし

い。住宅があれ程までに一定の機式を採り 、単純

な規格を持たなかったら恐らく家具に於ても和節

句、 ｾｾｴ 凡、食卓、鏡襲、衣桁、界風、茶棚Ｎ 7K屋 棚

流し華等の寸法、材料、形式等の標準を生むとと

が出来なかった事と思ふ。そとに西洋の場合と性

格的に異ったものをヒ ーシヒシと感じ得るものであ

る。戦時下の消費叉は生産主規E から蛍然の蹄績と

して問題にされつつある家具の標準化促於ては吾

k の生活路史に明らか友上記の標準的危家具の要

素が考察上基本的保件の決定 I' C 針して意義あるも'

のとなってゐる。

標準家具と云ふ言葉は、所謂スグンダーライズ

されたものを指し、共時代の大象のー崎支的用主主に

常てられる共通的な必要品目に限られるものであ

る。然し広中しも現荘吾々が戦時下の生産、消費

に直接的な意義を持つものでは放し此場合むし

ろ戦時規格家具とそ最も必要紙くべからざるもの

と見る可きである。それは民需 lモ封しでは規格を

その生産僚件即ち努力、資材の面から極度K 側隈

し消費面に謝してその質及母Ｚ共ＱＱＺｾ縮を加へて戦

力強化に遁進し君主ければ友らないと云ふ非常手段

が必要だからである。

先づ之の基木俊件のーとレて「生所内容」の面

から戟時下の生活に於て最小限度の必要家具とは

如何なる麺類のものかと云ふ式を決定し主主ければ

なら主主い。決戦段階に於て所謂洋家具と稽される

椅子、机、英他の粧類は感生用以外には許さる可

くも主主く、家庭・用としてではなく、事務所即ち生

産撒充、官慮、県校、病院、公共施設の外低軍用

に専用される。流し豪、食探棚、食卓程度の和式

豊 克 卒ロ

が主とされて、之に次ぐものとして箪笥、鏡差等

の結婚用のものが認められるものと見て差支へな

いだらう。

次は「生活経済」の問富でとれ等が園民大象の

生活牧入の上から叉低物慣政策から如何放る( 買格

古形成するかと云ふ事である。とれは生活の全聴

からその幸容が決定されなければなら君主いし、次 lて

起って来る{ 制牛即ち「資材及生産技術」の問題 l亡

結びつく。一定の{ 買格限度 K 於て原[ 買計算からわl

出された一定利潤では其資材は軍用資材の最少限

の害IJ 愛と之が利用慣債の少いものに制限されるの

で、勢ひ竪2ドなものを要求する事は閤雑とされる

し其耐用命盤も最近ではいささか無視せさアるを得

主主くたる。だから無塗装の家具の出現も止むを得

たい。

ととに「生産技術」が連って来るのであって、

技術上の工夫は之を如何に解決するか、即ちとん

な材料在如何に上手に踊f更し. 如何十亡資材を省略

して用途陀耐えさせるかと云ふ開通が興へられ

る。そして安{ 買陀早く、非努力的生産するための

大費生産法が案出されなければ友らない。然しと

の大景生産を決して新しい機械設備に於て放され

る事放し従来の機械又は手工の完全友能率の殻

揮によって解決されなければ無意味で、あるととる

た非常時的特性がるる。

「生活技術」の敏から出来るだけ車純君主もので

生活を文化的に低下させぬと云ふ事は勿論、物の

機能的な構成が重要t . J . 事で、僅かの寸法や形や色

や構成にも細心の注意が必要とされるが、 吏陀之

の捷径は吾々の生活的主主傍統のよさをはっきり認

識して時代的に活用する事: でるる。行過き' は却っ

て生産を低下し生活を図説させる原因となる。

以上のものの生産と配給は凡て必要度と耐用命

放によって決定さるぺきで、箪笥や鏡葺は結婚者

8  



可き? あl!る。

ｊ え規怖の設立に於て之陀 Ｑｙｾ ふ資料が地方的に闘

力性が奥へられて輪途上の不合理が除去さ仁る事

が望まれる。最近では事務用、家庭用家具の規格

設定から史に工場周家具としての作業表、精子、

ロッカ一、整理慨類までその研賓が進められつつ

ある現献で戟守-完途、生産増強上大いに喜しい限

りである。

〈策者は

の敏茸の生産が確保されて横流れのな い配給方法

が確立されればよい。流しｾ Ｚ は破 ｊ 民意 Ｚ に よって 生

涼し之と交換制を採ればよい。

既陀以上の家具の中の或るものは戦時規絡の設

定準備が完了せられて、間もなく市場に現はれる

筈で、何れも現行公定僚格による多種類の規格は

最後的縮減を見る事と君主らう。然しそのために却

って、必要敏量だけの生産に劃する資材、努力は

むしろ確貫性を持たされる結果となるものと見ｾ 農防省工藤指導所関西支所長〕
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7建 築 家 必 携」刊行 に 就 い て

序

建築家の賞務は之れを設計と施工とに大別して考へられるが、其の各の内容を些細に分

析すると、貨に棺雑多岐に亘って居る。而して:設計は皐碑. と経験とを揮然調和した基礎の

上に打ち立てられるものであ D 、工事の施工は設計を生かすべくゐらゆる経験を綜合し、

以て現貰に物を造 D上げるのである。きれば優れたる経験者によって施行せらる、建築は

工事の進捗も間滑であ D、其の出来柴に於ても亦断然優秀 tc. る事は嘗然の結論となるので

ある。

由来此の意味に於ける建築貨務家の好伴侶となる文献は、弾. 論的方面のものは貨に枚皐

に迫がないのであるが、施工の貸施経験を基幹として設計の参考ともなる適切利便なるも

のは遺憾乍ら未Tご曾て見ないのである。嘗協舎に於ては穂市よ P其の必要を痛戚しては居

ったが、要Tご難事でもあ D、機到らず今日に及んで居った。然るに偶々嘗協曾創立25周 年

記念事業のーっとして、高難を排し其の編纂を企脅するとととなった。

惟ふに. 此の積の仕事は貨に難事中の難事たる事謂ふ迄もなく、愈々接表迄に思はさ「る

日時を費やしたのであったが、幸に曾長初め役員各位の御鞭撞と幹事の努力がま互に酬ひら

れ、カ日之執筆者諸賢の熱意とによって逐衣接表するの機熟するに至った事は斯界の矯め淘

に欣快に耐えない次第である。

本書の内容は上述の如く建築賞務の指導書た.らしむるを目的として居 b 、特に設計と施

工の深き経験を最も虞ーく ー弛; 集選揮し、其の精髄を詳述するととに努めたのであるが 、何分

紙敢に非常なる制限を加へられた矯め、他の文献にある様なものはなるべく之れを省略し

禍且つ執筆者の貴宣なる原稿のうち更に割愛の止むなきに至った多数の紙数があるととは

異に残念であるが、時局下致し方ない女第で、此の勤特ーに執筆者諸賢にお詫びを申上ぐる

次第である。護者に於せられても此の鈷御諒察賜 Dたい。従って後、向機を得る事あらば

士宮補を鵡し其の完壁を期したい事を編纂者一同の念願として居る。

柄嘗幹事は本務の余暇に従事したものであるから充分の推敵を経る暇聞なく不備の鈷も

多々あるとと、存ぜらる、に付、夫れ等に就いては忌揮なく御叱正の勢を賜らん事を切望

する衣第である。

主 査 池 田 宮 彦



。 木 エ
事

新 興 木 構 造 ( ヂペノレ糊) (1)  

I  . 新 興 構 造 の 按 心

新興木略法の手法ぷ否問に採り入れられ僅 k 数年間で

はあるo: 、今日漸くー般に認馳せられる様になった。従

来の技法Ｈ ｾＺ 占き侮統に培 ＨＱＺれ て来たｾＮｬ￘ＩＮを主としたも の

であり 、一方新興木精塗の技法に劃j つては力撃に談礎を

掻いた事T棋術である。其故事ir興木4FJ 讃の手法にl主将験を

超越した緩心がある可きで 、多少の異論もあらうが 、そ

れ円、ヂベ/ レ工法で・あると結論せられると思ふ。既に木材

の3題材規格.規定も新しぞ単純化せられた以上、奥へられ

る規絡材料其の俊を有効泊切にヂペルを脅1二期し 、強度あ

る建築物を作り出すことが; wr 輿木格指の板心でーら旬 、叉

その使命でなけ ;/l ばならな L 、。

E ・ 様 造 用 木 材 の カ 型 的 性 質 と 許 容 態 カ 度

1. 木材のカ率的性質

木材の性質に就いて特に力壊が工局面NPち強度の被討は

これを主材として形溢る木構識に、直接関係そ及lますも

のとし 、これぶ因子に次の様な事項。: 考へられる‘。

1) 街種 2) 比重 3) 含 7陣 4) 邸宅

5) 謄力の種類 6) 底力の方向 7 ) 鉄陥

これ等の因子。: 、木材の機械的狙度に如何なる影響を及

lますものか、以下項を追って説明を加へてみよう。

1) 樹 種 . と 彊 度

従来木材の強度を 、樹種に依って決することが多かっ

た。最近の傾向では将司窓よりも品等戒( 1 : 依陥の有無、其

の他ゥ; 主として標準1とされて来た設であるが 、兎に角現

在市街地主主築物法施行規則に規定しである繍種の強度は

これ示準用しなけ;/l ばならなL 、。

2)' 比 重 と 強 度

合水量巨の等しい木材でl士、その比軍の大きいもの程、

強度も叉大である。然し比電のみに依って ｾｲｵ 度含決する

ことは無理であるが 、大鹿( 1 : 比買に3 ( 醍せられること。:

多い。

3) 含 水 率 と 強 度

含71<基幹約300T Jl Oち鱗佐飽和黙を墳として、合水率と強

度との関係に顕著なる差Zえがあり 、樹監飽和黙以ーとに於

てl士、英 0 ) 強度( 1: - 定であるが 、飽和黙以下で( 1 : 、含71<

E経の減少と共に強度(t 滑大し 、靭性( 1 . 減少するものであ

る。

* 帝国石油株式1言語土技師

〈 建策家ｾＮ、機 ｊ

* 宇 賀 神 行 ー

4) 慮 理 と 強 度

貯木方法叉11 : 乾燥方法の強度に及( ます彫響l士、小でゐ

るが 、乾燥方法に依り甚しL 、華包夜明〈撲な場合には湿

度l士漸次低下する。防腐叉rl 耐火重刊の*入J.l1B.1!型 l士、強度

に無関係であるが 、不完令な庭環( 1 : t ，単位に影響合及[ ます

様に恩(' ! :Uる。

5)  纏カの種類と濁度

熔力の方向bJ 樹監方向に平行な脇合でも 、! 磁力の帯電類

に依つで強度の値。; 兵ろ。樹定方向に判手な! . ' t . 続強度

CFc) を慈準に採 1) 比絞すると 次の放な結果になる。

曲げ彼担軽係般 F o=1. 5Fc 

引張強度

身勝強度

Ft =2Fc 

Fs =0.16Fc C針葉樹〉

H  ゲ Fs =0.19Fc C澗葉樹〉

6)  癒力の方向と湿度

木材の強度( t ，際力の方向と 、樹陸方向との関係に依 1)

著しい差異がらる。一般に!@i力の方向o: 、結t f . . 定方向に: zp

行な湯合o: 強度( 1 : 最大で、垂直な場合o: 最小である。然

し場断強度だけはこれと反童話でーある。

費電乾獄態にある無欲箔材に就て、隠カの方向と強度の

関係を示せば

〈平行な場合と垂直な易合との上。

ｾｉ 頭脳力 10- 30 

曲げ臆力 7- 15 

l ! ! 縮底力 5- 10  

7) 鉄 砲 と 強 度

木材( 1 : 自然物でゐり 、貨に多くの放路を持って居るた

め劃ー的な強度!J; 求め灘L 、。 其故鍛費時22の様に強度計

算: の結果所要麟雨。: 決すれば直に遁嘗な鍛鋼材料o: 西Eさ

れるのにま封し 、コド格溢に於ける木材に到つては 、容易に

錨謄材が商Eし離し、。紙面計算; でl士、ー感計算上の強度0・

求められるが 、材の鉄路即ち、宮↑ i、乾斜、採h 、j留、木

正曜の前l h、脂輩、服飾、入皮、陽疾、採.、胴打、! 餅ラ笥;

の原因に より 強箆に若しい器具。; 生 じる。

2. 木材の許容J ! i カ度

木材の力感的性質が次第に明かにせ られた今回、市街

地建築物法施行規則に規定されて居る機溢用木材の許 容

臆力度を用ひ、非常時下の木構識を設計するには、根本

的に不充分の黙がある。 何故な らば、現在の許理事際力度



新 興 木 構 造 くヂベル陥) (2)  

lう: 節. に術君主のみに依って一律な算定がなされ、極めて蓋

然的な安全霊容を議準として居るからである。

近き将来必ずや橋治用木材の許待感カ度に闘し、根本

的な改正があることと恩l士れるが、筒聖書時次袋に示す法

規の童文値を用ふべきことは云ふ迄もな L 、。

第 1表 許 容 態 力 度 kg/ c m:l

拍i
許 容1: 容|許 容1併 容

積 |雌 カ 皮 磁 力 開 幽 カ 皮 | 熔Ei J カ皮

トドマヅ 、 トウ

乙O 70 70 7  

ヒ、ベイスギ了、

ベイツガ

ヒパ、 ベ イ ヒ | 70 80 80 8  

ツ、 クロ マ ヅ、 80 90 
CQ 9  

ツガ、ベイマヅ

クリ 、ナラ 、プナ| 70 95 95 10 

ケ ヤ
80 .  i  110 12 

シ ラ ガ シ

90 14 

1 l I . 新興木構造強度計算の方針

通常強度計算には骨組の計算、断面計算、接合計算等

に大別せられるが、骨組の計算( t 各専門書に譲り議で( " 1

断商計算: 及び接合計算に就て其の根本方針を述べよう。

1. . . 面 計 算

骨 組の解析を行ひ、部材際カを知ったなら 、次にf!1i材

の所要断面を決定しなければならなL 、。其虞で注意すべ

き黙( t 、部材の断面(1: 力撃的見地からと 、裕治施工的見

地から定められることである。 NPち計算に於て得られた

断面で(，V] 、に渇ぎる*'f i果 、納 り英の他の精進施工上の見

地 よ れ 特 に 断 面を大にしたり 、裁は計算上ー二の部材

。: 大なる断面を必要とする関係上、漣績して問機な材を

油小感力の習財にも適用する舗合がある。

1) 有 効 臨 面

木都告で(1: 往 k ，l j たき込みのある部材を使用するが 、斯

る場合にl士、その有効箇i商 として正味E紙面を採用して計

算の規準と して屠る。 而して有効断面(士、] ! ー材の場合

ｬ 士英の断面積が ＶＰ｣ ｭＮ 叉ＨＺＮＺ最小 ｾＶ｣ｭ 以下になること

は避けねばならない。複合材の場合l士、各個材のI 栢 積

ぷ Ｓ Ｖ｣ ｭ Ｒ 以上必要とし 、特 に ｾｉ 張材となる可き部材の

歓き込みは充分強度の保持に泡窓する必要がある。

2) 引 掻 材

引張材に於 て ｲｾ 、通常 の方訟に従ひ有効断 面に生ず る

日程カ度を、許容f t ! l ¥力度ム以下1":' すれば安全である。 !!Pち

〈建築窓必燐〕

lt ］ Ｍ ｾ＠， =一一

A n  

おに A n = 有効断面積

p  = 引強 力

3) 鹿 縮

許容挫屈限力度

材

監縮材に就て(士 、一般に長柱の効果を採用すべきで、

之に針して1: 市街地建築防法第 108 僚の規定を準用し

日 以1- 0. 02十) =Af k

許 容 棚 懸 力 度 fk =  fc  ( 1- 0.02+ )  

と云ふi直線式を用ひて差支なL 、。然し細長比〉の大き

いものにま討してに、般に渇ぎるため ; e t ma j e r の賞験式

の様に納長 lじA く1∞の範囲tt. 直線式を 、A >100 ( ) ) 範閣

( t . オイラ ー式を用ふるも一案である。

叉計算; の一方法として

･］ 阜 ｾｾｦ ι 主主に e  = 墜縮陛力度

I-¥n  p =医織力

A n =有効断面積

許容盤縮臆力度を許容挫底謄力度で除した聞を挫屈係

鍬ωι 呼んで居るが、これを用ひで監綴材の断商計算を

行 ふのが{定利である。即ち

fc  = 与 で・求められるが、棚 係 数 ωを す 叉

l士} 、に陳じて表としたものを利用する。*

その一例として、特定断面を有する医縮材の断面決定

を行ふ場合、次の補助S設を求め、第 2表より所要wt 聞をf

求めることも出来る。

第 2 表 正方形跡iiii 木柱の挫厨敏

､ ｾ 正方 形園画面 ｢ 一途

A  .  
(1 = S，企 ・d

， 

1  2  3  

‘  

6  6  7  • 
4  

11212 .， .. 5c60も1r且輔5回a  6  8  
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2抽15133J.6.，J9  0  7  3  

104 
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担』 2 師7
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値 d・ 1.5214 

日‘
18，1 419 156 

S色A刷岨。
u ，o 17047 

60 1，6'i O  
1 7 "  司01 1伺 ‘8，2  

1旬008

64 

22i21 S  •• 4，曲舵72姐4502  0  。4  

18，6 597 164 

31119001M持.，.40569蝿∞ 12 4  2  

‘'，8  
21 ｾｏｩ＠

倒
19，8  i  7出 168 ‘Ｎｯ Ｎ ｾ＠ 23 S: ; J  

72 
20，8  回 r 172 岨，8 26112 

7G 
:u，O  97o 176 抽 鼻 割 前1

80 
23，1  1141 180 臥.・ヲ出 掛O

.. 1  

222弘，A.属樹28祖調国・。 部2国・.』.‘ 2  

l :w.' l '  

1 M 1 33245.，，.品745226得S12。0  8  4  

ｾＡ ，＠ ｩ ｾ［＠ 却蝿86 
1567 I I!II 1 1  

92 
183- 1  1包2 I  1  55，4  1  42357 

由
2150 I! 描 E 同，6 1 4641• 

100 '1，0¥用 。 2勾7.，a7  

2500 17，7  1 5 0 1伺

木字賀紳行一着 最新木村，t釜論告書5'1韓重在日目



新 興 木 構 造 ( ヂペノレ糊) (3)  

Il Pち . _  Sk
2

0  

P  

主主に S k =挫屈長さ c m

δ =挫屈昔( ; I 3t ; i :せざゐ場合の許容際繍感力

度 kgJ cm
2

p =魅続力 kg

ε の値に封し次表より

ｐ］ｾ］＠ 按底長さ

- CI一一百荷可厚吉一

S k  

の値が求められ、ｊｩｩｔｾ断面の厚さ ｬｴ ､］ Ｍ Ｗ となる。

〔例〕 瀦逸領特に依り、中 .c.，'1苛霊 P=24t を受けとp挫

屈長さ ｓｫ］ Ｕ ｭ 、許終盤縮臨力度 δ ］ＸＰ ｫｧ Ｏ ｣ｭ ｾ なる正

方形断面木位ωー娃 d 如何J。

_  500
11 

x80 

E 一一一一一一一 =833

24000 

第 2表より p=20. 8

500 
放に d =  _v_uu_ =  24c m 

20.8  

医縮材の計算に於て特に 件窓 「ベケ執l士、挫! J a 長さで

ある。公式(士雨縦ヒ・ンとな ゐ頃 合を子高准として居 るが鎗:

際の梢J主主に於て、 9;ft部が拘束 されてfりるi易合 l士、中心線

の食・長在越常に減小しなければたらなＧｾ、。

事rr輿水昨t . ! i で、極めて多 くTtlじ、ら h どに材3 ( ltl 凡|材等

の複合断面 をiソて膝有者材と 'J - ゐ初令( / ) 計算法{士、主自主主規

絡 D. I. N.  1052 に於て、. ! : s; 1I Xi %h(y - y車Ih ) に釣ナる計算;

. .  3 表

也酔間;12醐s

4a 四z
n告

。
4511 

a 6 U  言1.5.5

0. 1  4 <帥 a  . . .  
l 1dJ  

4 1  且師'
d即 F t l fJ 

。3 a61f1 Q. 9J Q l，l'IS  

a .  a611 車S凹 114 

a  .. 且柏2 0979 1. J 13 

46 0. 656 Z四5

1. 3‘' 
47 0. 611 1. 032 

71a匂ZE‘一ー-
o.. 脳 陣 1. 060  

0. 9  0. 105 1， 069 
Zψ46 

1. 0  0712 11.ι  
L1E5笠句，一一一-

ー11 0. ' 39 ＱＮｦＱｩｾ＠

ＱＮｾ量 o."J 51 1， 1;'1 
1. 591 

13 0. 771 ..・0 1.6J 5 

1.. l'. 19￥ 日 喧
1640 

1. 5  iJ. d1J  1.l'!!. 
1. 125 

6  0  .. 33 I . M6 ｾＱＱ ＱＩ＠

1. 7  0.' 珪

13ヤ1 1. 616 

16 0. 8 '11 1，J 75 l.d5J  

1. 9  891  l ，Wl9  1. 910 

。 0. 913 1，'1113 

司V

1. 9$4 

2.5 1. 016 2日e Z. l Ol  

3.0  1.117 1.dI) J  
句S句

3  
日 咽 1.190 7fT 

ＮＮｾ＠ 1..J 5句 2. 179 2.97? 

‘'-5 
ｾＢＷ ｴｊ＠ 2.371 

a 2百3子6一一一- j

5，Q  1. 549 1. . 566 

ｾＵ＠ 1. 7C6 2. 761 J .7?1 

6. 0  l. d26 .1. 954 句。・"

ー

( 唾築家必携〉

胤鴎「凶二次モーメント を次式の如 く規定して居る。

]1 -Jo 

1ω= .10 十 一 一τ -

今複合島と輔材を眠 d なる n 側の材を間隙 a 右[" j;J. て構成

寸 服、 計 算 胤 二 次 率 制 i yn 1灯式の虫日< d と 十 に

依って定ま る係数 W n の積として表ばされる。

i y n=Wnd 

次の第 3 表 ! i W n の値を示したもので a/d > =  2 たる

時 ｩ 士、材が裕子欣に剛に結合されざる限り ｡Ｏ｢ｾ 2に 鎖

する値常用ひることが盟主し L 、。

4) 幽 lデ 材

曲げ材に刻してl士、一世に用ひられる次式に従ひ

f!， =  ｾι＠
"  Zn 

主主に f! ，=材斜の許容曲げ燦力度

Zn = 有効断面係政

決定せ られゐが、材に歓き込みがある様な場合にl士、

載し〈その強度を減ずるので 、有効断荷積を更に遜滅す

るか 、 許平語感力度ｾＮＧＧＧ￭常に減じなければならな ｌ 、。

5)  曲げと側方向カを受くる材

曲げと出 l張力を受くる材に就て( t 、その引張感カ度そ

ｾｬ 猿許終値以下 ｬ ニ ｊ ‘ゐ。許平手引張願力度と同じく曲 ｉｦｬｴ 襲

力度の異る場合 (' i

fl =ーと +...i!_ ｾ凡
A n  f !， Zl l  

となり 1雨者が現行法規の践に等しL 、湯合l'l

fI ］ヱ ー ＫＭ ｾι
A n  Z n  

となるの

6)  幽げと慶緒カを受〈る材

曲げと医縮と は許容態カ度が集る ので、前式事f 準用す

るか、叉長柱の効果事? 採り 、俸給カを ω 倍し、

fc  =  w P  +_I! : _ ｾι＠
、 A n .  fd  Z n 

を周ふる犠合もある。

2. 緩 合 計 算

1)  媛合の計算原則

木梼浩の綾心として、仕口や総手を作る談合個所は母

材の強度に等しいか、裁はそ; / L L えとの強度当r備へたもの

でなければならなL 、。亦接合法としては解済的なること

施工の容易なることが要求せられるが、格治物の安全た

る最大憐件として次の三っそ魁げておく。

(l) 強度のI ! I l jl う、ったもの

削 減 込 の 起 ら な い も の

(3) 耐力性質の均等なるも の



新 興 木 構 造 ( ヂペノレ縦) (4)  

2)  緩合の種類及び計算

木材の接合を談合材料の有無に依って次の二つに大別

することが出来る。

接合材料を使用しないもの

こhl 主従来の綴験や停統に基き行ばれて居る種々の継

手や仕口で、特別高債な材料を使用しないため費用It 慨

して掛らないが、仕口互主 ｉｾＺ 纏弓三の膳カ解析がー般に極め

て国難であり、叉局部臆力の影響合遜け難〈、接合効果

が甚しく不良である。英故主要なる構溢部分には努めて

避け、化粧材亘 ｬ ＱＨ ｾ、際カの 比駁的小なる部材にのみ採用す

べきである。

援合材料を使渇するもの

ポールト、釘、波釘、裁はヂペノレ、 E参殻湖l等を用ひる

接合法で、最近で(1貧: 験や理論的研究ヵ; 準歩して来たの

で、力感的に鮮明な解析。: 符11れ、? 脅節骨組を作るに困

難ではなく、局部感カの影響を漣けることが出来る。

〈イ〉 ボー) 1，. . ト縫合

従来木材の接合にポ{ ルトぶ使用されて居たが、接合

に蛍り翠にポールトのみを用ひたのでは接合・部分が完全

な剛とはならな L 、。イ可放なるにポール卜を湿すためには

粉々大きな孔を穿たねばならず、二面乃至四周期断にな

ると、ボーノレ卜子Lが合致しないので無理をして通す様な

ことになる。斯くして接合部分に外力が働く場合にIt.ポ

ールト孔の緩み丈け聖母位して行き、時として談合部分に

思( 1 : ぬ局部臆力回働き破捜せられる。換言すればポール

トを皐濁に用ひた接合法( 1 : 甚だ不安定なもので、構温室E

E豊として大なる姿形を来たし、構措の安定を硲保し難い

ことになる。

滋に於て木材接合部分の初期療位を可及的に防止せん

がために部材聞にヂペノレと稽する金具を銭入し、ポーノレ

トの波込抵抗をヂペノレに負1' 3: せ、ボーノレト (i ;!J ら引張力

に抵抗せしめんとして考へられたものが新興木構越の緩

心である。主主故ヂベルを併用したボールトに童話する計算

法も根本的に重さった誇であるが、構准と差支ない部分に

11 : 向ボーノレトのみぷ使用されて居る。

木材の繊維に卒行に働〈ボールト 1 *の安全耐力l主次

の第 4表に依って求められる。

.4表

木材の繊維に平行に働くポーノレト 1本の安全耐力

|  安 金 耐 力 k g I  

熔 カ 封 * ｾ＠ I  一一九 一 | 備 考

| 松 | 杉 |

二前身断の揚合 I 3切d
2

I  を70d" I  d. …-・c m

- Ti i・到齢iの場合 1 200d
2  

1  150dコ I( ;J; - ノレ卜似J

よ裂のｗＡｊＮｕに首ソて次 の註 ｾ｢［ 必裂とされ‘ ｃ ￆｩる。

〈建築家必爆〉

(1) 材厚とポーノレト i直径の比 A C=a/ む が 5 より小さ

L 、場合1' 3 : 上表に依り得られた値に A/5 を乗ずること。

(2) 材の繊維に針し斜に働〈ポールトの許符耐力It.、

上表に依り得られた値に、傾角 d に感じ次の第 5 表の係

敏 F を乗ずること。

第 5 表 樹態に斜に作用するポーノレトの耐力係数

い 1onc 1  'l nc 1  Anc. 1  ""c 1  ｾｮ｣＠ 170- I  

αo ＱＰ Ｍ ＱＰｾ Ｑ＠ 20

c  

1  30

c  

1  40ι l 50

c  Ｑ 印 ＱＧｾＹＰ｣ｬ 傾斜角

F  |い1.  白|い0仏 司 .

(ω3ω) ポ- ノルレトの而耐tカを1硝渚保するために lは主、 ポ{ ノルレト間

鴎を次の第 1 闘の様に酉配E置する必裏カが; ある。

第 1 圃

「十十一下 .  

t ゴおわ( 聞い. ) 内" 一

← ｩＺｬｾＱ ト門司「右前山

町山肘山制限L f - 卜」

Iをμ! . ) ' : . ¥: .

f ロ 〉 釘 媛 合

釘は従来構溢的にＨＧＳＺｾ＼繍劫の意味で考へられて来た

が、活年で( " 3 : 構溢物の接合に、その特性を巧に用ひらh

る様になった。

特徴(1) 釘( 1 : 木材の樹監と繊維との聞を押し分けて打込

まれるのであるから、ボールトの様に材鱗陶; 切断さ

れることがな L 、。即ち材断面が依損せられないことに

なるが材の繊維方向に関闘を生じ易L 、。

特徴(2) 釘接合(t 剛性に宮み、操返し荷意に鋭しでも強

〈、接手際力が分散出来るので、他の接合法より有利

である。

飲 黙 釘1" 3 : 直径に針し長さに制限があるので、厚材の接

合には不向で、材糾の乾燥欽態の如何J が直接関係を及

ぼし、務紡を用ひた機溢It 乾 燥 に 伴 ひ 饗 形 を 生 じ 易

〈、釘自慢が腐蝕に鎖して不安定なため、永久的強度

の硲保には I肉疑問が残さ h て居る。

第 S 表木材の倒産に平行に電車〈釘 1本の安全耐力

| 安 金 耐 力 k g I  

E主 力 の 峨 |  松 |  ず "-- 1備 考

二面即断の場合 I 4印 ぶ I  3叩d
2

I  d.…・・c m

- 商政断の場合↓ 200d2 1  15Od
2  

1  c釘の直径〉

性意(l) 釘の筏と材厚の比) ， C=a/ d) ヵ: 小さい易合J i ! o-t?

材I事に針し藍HlIω; 大L 、場合11打込みの際符日泌を? 主主じ易

〈、ー.n測れると強度が恭しく侭j - " - j るから h の怖が

61'.!. j-" o>Jig介li 成ゐI 1J て避け、 11-.むなt
l
; 1. ない場合 lニIt.

Mカを紺' i i ; 逓減せねlまならなし、。



常 務 曾 〈第23回〕

時 12月 7 日午後 4 時 3D分- 5

時10分

所 陳列場

出 席 者 理 事 片 岡 曾 長

. I ' i f i ' 事池回監事

11 • 

常 務 佐 藤 主 犯、 中西主犯

薮中主記、松久保主

計 、 伊 藤 観 斡、大下

繍 斡、 小林 続 勝

1.事務員採用 K 闘 す る 件

2. 事務員下牟期賞奥並K 昇 給 の 件

3.事務員緒手嘗に関する件

4. 曾・員詮衡

報 告

1.食着陸教育振奥中央曾より文・線大

匡宛答申の件遜知

2.セメゾト統制曾・よ Pセメ Y 卜規

格改正の件通知

3. 出征除隊報告

常 務 曾 f第24回〉

l時 12月21 日午後 4 時 15分- 5

時

所 陳列場

凶席者思惑片岡曾長松本高1 j 1 f

長

誠 事

E在宅軒 池田庭事ー

常 務 佐 藤 主 位、獄中主配

小 体 主 計、西海主計

松 久 保 主 計、伊藤編

輯 、小 林 繍 斡

1. 昭和 19年 度 常 務 合κ 引縫等項の

イ牛

2.同年度初常' 務曾開催目立立に定例

日の件

3.ftlil り曾・長量生後貞雄氏並に元評議

員閣官官茂氏逝去に付香花料胞供

の件

4.唱首長経i対

主主 巻 Ｐｾｦｦ 三

報 告

1 . 住宅改良曾より雑誌住宅駿刊挨

拶

2. 11 月 分 計 報 告

3.出徒、除 隊 報 告

通 常 飽 曾

1.昭和 18年 11 月29 日大阪市北区中之

鳥 3'J' 目3番 地 朝 日「ヒ. ノレヂ Y グ」

に於て通常総1 i ' を開催す

1. 出席者左の遜 P曾 員17名

弁 よ 一 雄、岩 佐f雷也、小川 l正、

尾 勉 済 四 郎、大下順三郎、景 11I

正 明、片 岡 安、鈴木一季、竹腰

健 治、l1l 瀬初夫、古家旬、星庚

文、松久保敬三、三浦茂、水原

旭 、 薮 中 一 良、 山口豆

1.午後 5 時3D分 開 曾κ 先立ち大手日書

記長司曾ーの下に園民骨量雄を行ひ特

陀本合合員中率二年度に於ける名容

の職者E者飲陸軍大島i 河原勝太郎君

外四君の笑量産κ 針し感紺最長官議と冥

耐 を 祈 念 す

1.午後 5 時38分王製事曾長片岡安氏機

長とな P開 曾 只 今 出 席 者14名な. る

も本日は再度の召集なるを以て定

書次第24僚但聾: によ P定搬を問はず

本脅威立の旨を宣: し直ち K 選挙を

行 ふ

選 当 証 第 一 敗事選皇居

第 二 評議員牛車主改選

議 長 投 泌 洩 れ の 有 無 を 確 め た る

後右一括して関係する旨を告げ開

巣立台・人として左記三君を指名し

兵の承諾を得たり

小 川 正 君、景 山 正 明 君、三浦茂

君

以上三君は直ちに別室に於て関係

されたき旨を告げ右｟ￎｬＮ ｩｩ 人は投ｾｾ

陥を別家κ 移し閉山E K着手す

1.議 長 只 今 関JEE中なるも時fUJrl .ノ者jS合

上イ木惣せず遜1Tナる貯を告げヨたの

議 事κ 入る

機 事 告書一昭和 18年度$ 業報告

薮中主犯常務より別紙事業報告を

詳細銃明あり

議長質問の有無を問ひたるも質疑

者 な く 一 同 数 承

第 二 昭 和17年度決算報告並に

剰量産金虞分の件

松久保主計常務よ P 別 表K よ玖詳

細段明ありし後

鈴木監事起立帳簿兵f也を査閲した

るも誤謬なき官を告げて置賢明あ D

議長質問なきゃろ諮りたるも質問

者なく満場一致承認に決定

第 三 昭 和 19年度J I l r . 支軍事算の件

松久保主計常務起立別表原案κ 付

詳細説明あ P

践長よ P 質問の有無を勝目たるに

山口正評議員起立

雑誌、聞書長をには圃唱佐賀入士他の圃

養護行することも可能なるや図書

は出来得る限 P購入し将来図書室

を設置し合員の向上に習をずるとと

を希望す術事業費の内には各 地 支

部のととも考へられあるや否や

更i ' C' e員各自の持つ専門的或は特

技とも稀すべきもの又は各個人の

希望する項目陀付制査明: 予定ずるた

め曾員の隣組とも稀ナペき戎 るも

のを量生け之が指導と曾員各位の稿

刻宿主主の途を梼ぜられんととを希

望Ｎ｢ｾたり

議長以上の質問 ［｣ｾｴ し夫々答鉾あ

P たる後他 κ 質問なき宇を問ひた

るも質疑者なく依て本案承E忍のと

とにま豆、めて差支な皇帝を 5寄りたる

に異議者なく満場一致可決確定

1. 議 長 以 上K て議事終了に付報告に

入る旨を 1t;. (' 

報告書I j 立25年配念事業路線告

重左中三国巳常務起tt: 別紙の泊 り昭和

16年 2 J.J j ' U年l同j本 年10月末日迄に
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於ける中間事業成績並陀之か牧支

扶ml を詳細説明あり伶残務務事長:m

練中なること附言ありた P

此時片岡議長退場に付寝耳匹耳目曾長

竹腰健造氏議長となる議長只今 の

報告 に ｾｎ し質問なき宇を問ひ た る

も質問者なく満場承m.1亡決定

議 長 只 今 開 21立 曾 人 よ り 選 . "; 結

果 を 混 合 あ り た る 旨 を 告 げ 左の湿

り猿表す

揮監事選場開浜名 ｉｾ 巣

総投主要量t 1.3::4票

有効漂重量 1. 354票

議 選 6731要 池 田 宮 彦 氏

問 671慕 松 井 清 之 助 氏

ヨSi: 1占 2 票 伊 藤 和 夫 氏

2 票 鈴 木 一 孝 氏

2票 中 西 六 郎 氏

( 以下略〉

m; 商署員牛車主改選開票結果

総投票量生 2. 037察

内 無 効 4 票

差 引 有 効 累 敏2. 033累
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問

問
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伊 藤 和 夫 氏

枝 村 靖氏

大 佐 和 彦 太 郎 氏

中 鳥 喜 平 氏

相 原 耕 一・氏

浅 野 新 一 氏

畔 上 。 尾 治 氏

景 山 正 明 氏

河 合 喜 三 郎 * '

汲 川 掬 太 郎 氏

清 水 升 氏

松 久 保 敬 三 氏

池 田 谷 久 吉 氏

小 川 E 氏

阿 国 嘉 兵 衛 氏

小 崎 修氏

小 林 三 浩氏

佐 藤 正 次 郎 氏

志 賀 問 問j 氏

高松平 ｾ JlII氏

ftl 1品，j fキ1 . 災

遺 山 仁s 古11;:

同 67票 中 西 六 郎 氏 |

同 67票 畠 山 隆 三 郎 氏 |

同 67票 庚 瀬 初 夫 氏 l

同 67説 墨 庚 文 民 |

問 6.7票 松 岡 織 江 氏 |

同 6n嬰 森 口 清 氏 !

問 67票 以I 本 磁 十 郎 氏 i

悶 67票 吉 田 勇 氏

次 鮎 1 票 宇 都 宮 藤 次 郎 氏

問 j : 察 尾 勉 済 四 郎 氏

同 1 葉 栗 田 成 昔 十 氏

問 1慕 永 瀬 狂 三 民

間 p 巣 西 渇 藤 生 氏

同 1 票 松 村 f愛 雄 氏

問 j : 票 吉 田 英 郎 氏

崩壊長 以 上の湿り夫々嘗還されし旨

を主主す

1. 次で議室長よ P本議事録の代表署名

者 κ 左のこ君を指名し尖の承認を

得 た P

弁 上 一 雄 君 星 康 文 君

1. 議 長 本 日 の線舎は之を以て閉曾

する留を宣す時ｾ午後 Ｖ 時 ＳＵ 分

E手 織 員 曾

1.昭 和 18年 12月 7 日大阪市 北 区 中 之

島 3 丁目 3 番地朝日「ピノレヂング」

に於て評議員曾堂開催す

1. 出席者左 の通 P評議員37名 、 監 事

1 名

相 原 鉾 一 、 秋 山 幸 、 浅 野 新 一 、

伊 東E 也、伊藤和夫、池回谷久吉

石原主主偉、岩佐信也、校村 靖、

小 川 豆 、 大 佐 和 彦 太 郎 、 大 下l瞭

三郎、岡田嘉兵衛、問問主窒瓶、景

山 正 明 、 片 岡 安 、 河 合 奪 三 郎 、

激川禰太郎、小林済、佐藤正次郎

瀧請書誕弓、高松卒太郎、 .tw. 問後行

中鳥喜卒、中西六郎、長尾清一、

厳 淑 初 夫 、 藤].!( 裕治郎、期弁雇! <i ' : 台

松岡織江、松久保敬三、松本儀八

三 浦 Pt. 森口 語号、矢田鍛蔵、

草査中一良、吉岡 勇 以上評議員

池 r.; 富 彦' 以 上 監 $

ｩ Ｎ 午後 ｢ Ｂ 存 Ｑ ＱＩ分 間自明 ｬｾ Ｍ￟ Ｎ ｾｽｴ 附三 ￧

氏 議長 とな り只今 出 席 者32名lζ し

て 定 款 第24僚 に 依 H 平議員定般の

2分 の 1以上の出席に付本合成立

の官を告げ量産て通知の如〈選穆を

執行する旨を官: す

1. 定 款 第m年に依る感事 3 名 選 場

2. 7a款 第20僚に依る曾 長 1 名 、 則

合 長 2 名 選 穆

3.定 款 第17僚に依る常'務 12名 互 選

議 長 右一括して遺品医する旨を 省: し

共ー方法に付諮 P たるに評議員薮中

一 良 氏 よ り 前 例κ 倣 U 投J裂選事の

f ' i ; りに議長指名 K 依 る 詮 衡 餐 員 を

挙げて一任したとの提言畿あり議長

より兵の賛否を問ひたる陀( 賛成

々々の墨書あり〉異議者なく主主 K 詮

衡 委 員 制 に 依 る こ と に 決 定 詮 衡 委

員として議長より左 の 5 君 を 指 名

し其の承諾を得たり

秋 山 きを君 小川 正 君

大 下 順 三 郎 君 高 松 平 太 郎 君

三 浦 茂 君

践 長 只 今 指 名 の 方 は 直 ち に 別 室κ

於 て 慎 重 詮 衡 さ れ た し と 述 べ 此 問

跨 議 員 舎 は 休 憩 す る 旨 を 宜 ナ

1. 午 後 5 時40分 再 合

語集長 只 今 詮 衡 委 員 よ り 詮 衡の結 果

を報告ありとて左の 湿り量産表す

理 事 曾 長 片 岡 安 君

同 / o i J 曾長竹腰健法君

問 問 松 本 骨 量 八 君

常 務 伊 藤 和 夫 君

同 景 山 正 明 君

同 佐 藤 正 次 郎 君

問 中 西 六 郎 君

問 中 野 順 次 郎 君

同 藤 阪 捨 治 郎 君

同 堀 井 早 宇 治 君

岡 松 久 保 敬 三 君

同 三 浦 茂 君

問 矢 筒 鍛 厳 君

同 薮 中 一 良 君

向 山 口 正 君

( 50昔順〉

隊 長 右 の湿りうた k 嘗遣 さ れ し 旨 を

(!i- <'  (ー-1司干(01弓e.)

1.3たで議 長 は 本1審議定勝政: 山代 表者t .



者 1<: 左のこ干守を指名し其の承諾を

符 fこり

' H!i : 六J l sj{¥ I夜潮干ザj 夫千1・

議ｾｾ 以上 l亡て選嬰終了に付本日の

日午談員曾・は之を以て間合ずる f? を

'，'f ｬ 背Ｚｾ ｾ骨ナ時に午後 Ｕ 時 ＵＰ 分

曾 員 動 静

曾 員

池上勝郎君北m: 堂島北1 1 ! f 1 7 ( 嬬

南高等工者宅撃校J

大 西 幸 雄 索 京 都 市 左 京 阪 南 腕 寺

i l : の坊間r 1 ( 京都市

施段局管財部〉

芳山保語直者 京都市上京区大将l I !

i{b. 方 舎 員

1イ削1J'10 ( 京都市 施

習生局省、腕際〕

資本主策手守 プミ郎肘七・昼間r大 郎 線

構内大林組大町，出張

所( 株式曾耐: 大林組〉

桜 井 IE 良子t f11J1!: 市皆j f mr3の 929

( 住宅管閣僚鳥文 pJ i')

才子 幸三郎君 鳥取県系然高君ｬｉ ￬ 朗 ｾｉｉ 村

下 積1194 ( 木村幸町

嘗通貨助員

同村金一郎君兵庫! 採 JII 漆 郡 関 回 村

戸 1 内閣和 11 の83

退 曾

舎 員

大 久 保 貫 索

中 村 盈 文 君

前助、勝三君

菊間鹿治郎君

杉 j厳 一 光 君

西 村 敏 夫 君

主也方合員

松 原 勇 太 郎 君

大 島 新 一 君

萩 原 俊 夫 君

弁 川 良 却;素

志 村 克 己 宥

西 浦 文 次 君

相詩書喜久太郎君

臼弁1 E 清幸1・

プ ｦ 奇襲ｾＪｊｬ ｉ｜ 君

符' Y- n， fl F>'It 

3茨阪 利 君

藤野周次郎君

松 烏 省 内 需

村 三 寺 山 郎 常

特別賞劫員。

板 谷 淳者

問 中 祭 ー 育

大 林 義 給 者

佐藤常・官R

杉 山 瓶一手守

終 回 敏 男 君

柳川; 笠男者

普通貨劫員。

竹 原 彰、夫 君

川l弁回霊堂積宥

武 凶 行 男 君

南 楠博幸ヰ

. .員

小関1 E 也守守

木 村 納 ー -11

野 f' ， 1鑑:羽

目F 中 勝 美 宥

本 間 長 次 煮

付回富士雄宇t

上向重量太郎君

/11  ｾ日忠次郎君

木 内 成 芳 君

禅 問 良 知 者

村 上 党 三 者

111 ; 本会次需

保問ni 兵衛有

，六 rf1 術 者

厨脇必太郎君

馬 庭 省 吾 君

ノj 、川 忠 央 肴

西 村 { 言 ー 索 機f画布、戸線阪原宿町

筏須賀海l f ( 施敵部戸

塚工事音吉所

縮 問 正 三 郎 君 北1瓦山崎町・42

大 木 基 庚 君 西 宮 市 今、信山中間j・55

問 中 I主 典 君 尼 崎 市 北 鯵 波 町 3S5

牛 尾 製作 所f社宅( 勤

務 先) 西淀川w，'Il!i nrr

gQ3 株 式曾尉: 牛尾製

作 所 管 路 線

者奈良幸次郎君 ( 勤務先) 大阪市役所

防 衛 惣

天満・ 勇 君 貝 塚市名越貝綴千石

荏 病 院 北 6 練内

遠ｾＢ勇育君東ＱｩｬＧｦ京締 Ｓ の ＷＵ 大林

手且内

宮古志乃武君 宮 I MI l ・上池悶405

荒 木 久 義 者 滋 賀l孫滋賀郡盛岡町

大字東盛田昭和闘30

〈勤務先J 住 玄 金 局エ

治株式各所 ＡＺｦｾｪｾ 河町‘路

fl1コー場里町長m

F': 本 f言--i t ( 勤務先 i!..qi 定}11 l.! 五御

同ｾｐ｢ ｬ ｬＱ ｲ 269 株 式曾l 府:

西 村 製 作 所

藤 間 令 二 手t ij 神戸市 須E笹原丞水nI l

東 垂 水15

湘野笹之助君京都府中君Ｑｉ ｾｬｬ ｊｩ ｕｲ

的 場 t持者 利歎山市三子: 須 357 の

4 c勤務先〕住亥金属

平日験111エ場建散官官内

長谷部竹耳要聖地事務

所内

西村辰次郎君 的下型能郡箕商村梅

ケ土主主手: J ! t

ｾｪｬ 被又八郎君 堺市・北三厨丘mr 7 の

538 

中川茂一郎君 東京都牛込市ヶ谷本

村岡 ｲ 陸ｾ航空本部綜

王車部施鮫課工務科

林 重 三 者 東 住 吉 隆J蕊合m' 324

弁 図 茂 夫 君 西 淀川区制 m]'3の441

服 部 TIf 宥 和 歌 山 市 宇 須 日 吉mr

312 

今 常 識'勝 君 イ主有限:干官事長1 M買3 の

52 

地 方 舎 貝

木谷哲雑草寺 勝 島l係賀茂郡安草草津

ｭｲ 字三 津・株式ｾ託士清

水害且出強員官官所

石本喜久治君 上 海 九 江 路20鈴益 沸

銀行大様。 261 ｾ石本

建 築 事 務 所

千阪大｝，Ｚ ｾｉ ｜ 索 績をA賀市港北静岡有本

IH]'1699 

奥 保 忠 次 君 大 連 市 南 通 1113ぞ工

長土建築事務所

大 問 客1台 宥 和 歌 山 市 有 本 新 聞 nll

346  

3野藤 11、司 君 東 京 都 北 多 摩 郡 昭 和

II/ r宮 津 415 昭和飛行

機株式台紙最f: 宅

吉 田 孝 君 愛 知 勝 知 多 郡 旭 村 大

字 日 長 字 地 5 谷 11 の

54庚 瀕 可 ー 殿 方

1 2  



大 倉 義 憲 君 香川県系三豊郡高安村

大字商摩2486 C勤務

先〉三豊 郡枠図村不

二木 工株式含尉: 普勝

曹車

有 閉 経 太 君 よ 海 表 補 量 産24禁中綴

詩型股紛有長良公音j

三 宅 刺 殺 君 ; 東京都杉並区島幸橋 3

の327 伊勢彰敏殿1i

稗 問 ? 台君名古摩市東J l ! . :%肝) ' i Kf

1 の 2

古 谷 忠 清 君 和 歌 山市港北 町 3

古 川 又 一 君 奈 良j森高石郡八木町ー

八木

山手日干吾君 i i i l i !岡市西新聞f汐 入11

Oの20 C勤務先) 清水

組九州支 唐

坂 口 IE 雄君 朝鮮京道始興君官官長型軽

商安型軽豆97東洋紡軍士

宅 第 a党

池 原 良 三 郎 君 東 京 都 上 目 黒 7 の11

24C勤務先〉東京都防

衛局建築課

清水車卒、行君央局終的第23海軍々

用郵便所キ付セ 21. 3

8 部隊

中 益 三 郎 君 マ ライ淑遣問9800部

隊

< 1 ' 烏智専有官事 324 野戦郵使所キ

イ寸比鳥 j瓜遺160. 0部隊

の4 早川惨

米 永 貨 - n. i!稿洲園新京特別市幸司

日遁35の 5

特別賛助員

服 部 去 イ右京商m : 末古橋 1 の21 ナ

ラヤ商府内

家主主健一郎君 池田市よ池 回405

問 中 一対 東京都世図 ケ谷宵大

子堂449 C勤務先〉軍士

図法人海軍施設協力

曾

山 間 甚 市 君 東 京 都 杉 並 区 高 岡 寺

4  (/; 577 

建 築 と 駐 曾

第27輯 第 1 披

1M税 込55銭 ( 重lS&2鎗J

毎月| 図1自費行J ( 償⑨

12加6困6(脆 ( '1  24銭 J

1 3  

昭和 18年12月215日 印 刷 昭 和 19年 1 月1 日蛮行

量産行・編瞬

印 刷 人

戸 111 弘

大阪市北区朝日ピ ル日本建築協舎内

印 刷 所 新 日 本 印 制 有 限 舎 駐

大 阪 市 北 区 南 錦 町 46 零 地

Iit 行 所 主要 日 本 建 築 協 会

大阪市北直中之島 3 ノ 3 靭 日 ピ ル

電醤! l I : : l t1l ( 23)4501. C9)

費量密口座大阪 3 9 9 7 5 .

日本出版文化協曾合員番披222043

配 給 元 日 本 出版 配 給 株 式 合 枇

東京市紳回l I L 淡路町二寸自九番地

禁 轄 載

本銃K 総. せるものは一切とれを無断にて

" eし叉は単行本に上梓その他の複製行袋

.  をなすとと を祭ず。

普通貨助員

*t草津
京 ft jji 高| 崎市須崎爽Plf C妨j

務先〉住宅管問繭問

支所建設部

赤 尾 弘幸1 伊丹市御願塚 11b番

地

j 不 一 一

含 員

言質豊能貞却君 昭和184".12月15日逝

去

薗? 司5 茂 君 昭 和 18年 12月 6 日遜

吾ξ

谷 川 敬 一君 昭 和18年 9 月 7 日逝

去

特別賛助員

伊 藤 義 雄 君 昭 和18年11 月24 日逝

去

( 謹んで哀悼の意を表す〉



東

洋

リ

ノ

リ

ュ

l

ム

-

第

二

七

集

第

一

号

掲

載

広

告

一

覧

(

掲

載

順

)

日

本

附

織

日

本

竹

筋

工

業

所

米

本

栄

商

庖

ラ

イ

ト

ラ

パ

l

商

会

大

塚

綱

二

商

肱

平

松

釣

戸

車

製

造

所

協

和

製

作

所

大

阪

窯

業

セ

メ

ン

ト

円

光

雄

材

社

織

木

建

築

設

計

計

算

事

務

所

矢

橋

大

理

石

商

府

南

満

建

材

工

業

所

園

部

製

作

所

盛

工

務

町

長

京

工

業

所

朝

日

海

上

火

災

保

険

荻

工

業

大

西

商

応

大

阪

伊

丹

産

業

光

握

制

正

社

開

城

化

学

工

業

東

洋

被

説

鋼

銀

製

造

所


